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【抄 録】 

クロスカントリースキー競技において，競技パフォーマンスである滑走速度とサイクル特性との関係は

深く，走法によって異なる関係性があることが知られている．本研究の目的は，競技現場で取得可能な

用具の長さ情報を用いたサイクル特性の分析アプリケーションを開発し，その精度を検証したうえで，選

手のサイクル特性を事例的に明らかにすることであった．その結果，１）簡単なマウス操作とキーボード操

作によって，競技現場のコーチや選手が滑走速度，ストライド長，サイクル頻度，ポーリング時間およびス

イング時間を容易に取得できること，２）開発したアプリケーションの精度について，従来の DLT 法と同程

度であること，が示された．また，今回開発したアプリケーションを用いて日本代表選手と大学生選手の

ダブルポーリング走法中のサイクル特性を比較した結果，日本代表選手の滑走速度が高いこと，男子日

本代表選手はストライド長を長くしてより高い滑走速度を獲得していること，女子日本代表選手はサイク

ル頻度を高くしてより高い滑走速度を獲得していることが示唆された．  
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